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研究成果の概要（和文）：本研究では20項目の医療事故情報をもとに作成されたシミュレーション教材，10項目
のヒューマンエラーに関する動画教材を Adobe Captivateを用いて作成した．シミュレーション教材は，学習者
の学習を促進するために1．ホットスポット問題，2．文章作成問題，3．選択問題，4．実際の事例提示，5．確
認のためのホットスポット問題の5段階で構成した．109人（29～57歳）の看護師を対象に学習ログとアンケート
/インタビュー調査を行った結果，対象者は実施により事故の影響度とその対応策を理解することができたこと
が分かった．また，学習者は画像情報よりも文字情報の方が理解しやすいことも明らかになった．

研究成果の概要（英文）：Twenty e-learning contents based on the Medical Near-Miss/Adverse Event 
Information and 10 movie contents based on human error were developed using Adobe Captivate. To 
foster learners’ thinking processes, the e-learning included 5 steps: 1. Hotspot question to select
 the location where a Medical Near-Miss/Adverse Event might happen; 2. matching the question asked 
with the answer for how to cope with the situation; 3: embed answers to check knowledge to solve the
 event; 4: present real examples from Medical Near-Miss/Adverse Event Information and 5: Hotspot 
question to evaluate the learning outcomes. One hundred nine nurses aged 29 to 57 participated and 
were interviews after the implementation. The logs were analyzed to evaluate the learners’ thinking
 processes. we have come to the conclusion that the contents fulfilled the aim to learn the reason 
and the solution for the events. Additionally, the participants could easily understand the textual 
information.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究で作成する教材は，事故事例の事故内容，発生状況，影響度などについてストーリーを用いて状況をイメ
ージしながら自己学習するだけでなく，その学習管理ができる点に新奇性がある．また，eラーニングを用いる
ことで，発生した場合に非常にリスクの高い事故事例に関しても，習得するまで繰り返し学習可能であり，医療
安全に大きく寄与する．加えて，これまで個々の組織にて実施していた医療安全教育・管理を補完する役割も果
たすことから，教育・業務サポートツールとしての貢献度も高い．



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
医療技術の高度化，患者の高齢化や重症化，平均在院日数の短縮化などの変化に伴い，看護

職に求められている看護実践能力は大きく変化し，高度な内容になっている．また，2015 年
10 月より，特定行為に係る看護師の研修制度も施行されたことにより，より高度な医療行為を
実践する機会も増えることから，安全で正確な医療の提供が強く求められている．そのような
時代の流れの中で，日本で生じる医療事故情報は，報告があるだけでも年間約 3，000 件，ヒ
ヤリ・ハット事例は年間 18 万件以上あり，看護師が関与する事例も多く報告されている 1)．医
療の安全性や信頼性を高めるためには，すべての看護職が医療安全に関する知識や判断力を習
得できる教育方法と，その習得状況を把握するシステムの確立が必要であるといえる． 
看護職に対する医療安全教育は，看護技術を支える要素として重要であり，看護基礎教育と継
続教育双方の場で実施されている 2)．しかしながら，医療事故事例およびヒヤリ・ハット事例
（以下，事故事例）は，「薬剤」，「輸血」，「治療・処置」などと内容が多岐にわたることに加え，
患者権利擁護に伴う学習の機会の減少により事故発生状況のイメージがしにくい．また，150
万人以上いるすべての看護職に，それぞれの学習状況に合わせた研修を繰り返し実施すること
も困難である．このような状況の中で，多くの内容を効率よく，効果的に学習する方法の開発
が求められている． 
多くの対象者に時間や場所を選ばす学習の機会を与える方法として e ラーニングがある．e

ラーニングでは知識や判断を完全習得するまで繰り返し学習できるため，自信の獲得に影響す
るとされている 3)．また，e ラーニングには，ストーリーを用いて場面理解や臨場感を付加し，
学習者の選択で状況が変化するシミュレーション的方法 4)もあり，事故発生場面のイメージ化
が必要な医療安全育において効果が期待できる．加えて，e ラーニングは作成が簡便であり，
多岐にわたる事故事例作成も可能である．e ラーニングの効果は他にもある．まず，e ラーニン
グによる事前学習が，後続の技術教育に対する導入の役割を果たすことも先行研究 5)で明らか
になっている．その他に，組織内の学習管理システム(Learning Management system:LMS）
に教育・業務サポートツールとして埋め込むことも可能である．最近では，自己学習支援シス
テムという自己学習を促進し，サポートをするシステムとの連動も可能であることから，ポー
トフォリオとして学習状況を管理することも可能である．また，e ラーニングは 1990 年代から
継続された情報化(IT)政策の推進により，多くの人が利用可能かつ利用環境が整備されたこと
も，現状に適している． 

1)公益財団法人日本医療機能評価機構：医療事故情報収集等事業第 40 回報告書．100-126，2015． 
2)厚生労働省：看護教育の内容と方法に関する検討会報告書．1-13，2011． 
3)梶田叡一：ブルーム理論に学ぶ，明治図書（東京）；62-66．1986．  
4)八木(佐伯)街子，池上敬一，柴田喜幸ら：看護学生に臨床場面をイメージさせるための教材設計の試 
み：ゴールベースシナリオ理論を用いたストーリー教材の作成．医療職の能力開発，3(2)；69-76，2015． 

5)八木(佐伯)街子：講義形式で看護技術を教育した事例報告．第 9 回医療系 e-ラーニング全国交流会講
演要旨集；32-35，2015． 

 

２．研究の目的 
本研究では，医療安全教育の強化とその学習管理を目的として，事故事例とその予防・対策

方法について，ストーリー型 e ラーニング教材（以下，教材）の開発と自己学習支援システム
を構築し，その評価を行うものである．また，教材のもつ学習効果と学習意欲への影響を分析
し，医療安全に関する自己学習支援効果も同時に検討する．作成した教材群は，医療安全教育
データベースとし，利用可能にする． 

 
３．研究の方法 
 本研究は 5 工程で実施した． 
(1)事故事例の分析 
 「医療事故情報収集等事業報告書」内の事故事例の事故内容，発生状況，影響度などの因子
から，事故事例が教育で解決するものかどうかを分析した．また，その内容は e ラーニングで
解決できるかどうかをインストラクショナル・デザインの原理に基づいて課題分析した．特に，
事故事例が最も多い「薬剤」から分析を開始し，「療養上の世話」，「ドレーン・チューブ」，「治
療・処置」の順に行うことで，作成する教材を早期に社会に還元できるようにした． 
 
(2)ストーリー作成 
 課題分析の結果，e ラーニングによる学習が効果的である事故事例に関して，イメージしや
すいように，医療職が主人公となるストーリーを作成しリアリティを担保した．ストーリーの
作成は医療安全に関する専門家のスーパーバイズのもと実施し，妥当性と合理性の担保を図っ
た． 
 
(3)ストーリーを用いたシミュレーション教材の作成 
 ストーリーを e ラーニング化し教材を作成した．e ラーニングは学習管理システム(Learning 
Management System：LMS)にて管理できるように Adobe Captivate を用いて開発した．本
研究では LMS としてオープンソースである Moodle を用い，制作コストを抑えた．また，モ



シミュレーション教材 解説教材
輸液管理 P-mSHELL
血糖コントロール 患者要因
与薬時の患者取り違え 作業中断・割り込み
薬剤投与経路の間違い ルールを守って自分を守る
三方活栓の取り扱い 原理・操作方法・手順書
人工呼吸器管理 「物」に依存
中心静脈カテーテルの抜去 時間切迫と集中力
胸腔ドレーン管理 プロフェッショナリズム
ペースメーカ管理 信頼
胃ろう管理 思いこみ
気管カニューレの抜去
患者の転倒
手術時の左右取り違え
清拭タオルの管理
膀胱留置カテーテルの管理
オーバーテーブルによる転倒
移動時のドレーンチューブの取り扱い
MRI検査室への磁性体の持ち込み
未滅菌の医療資材の取り扱い
口頭による情報の解釈

バイル端末でもパソコンと同様に利用可能にした．教材は，先行研究 1)の教材モデルを用いて
作成した． 
 
 
(4)教材の評価(予備調査) 
学習管理システムに教材を導入できた段階で，教材に関して評価を実施した．看護職（看護

師及び看護教員）10 名を対象に，システムの汎用性について群間比較した．調査内容は，主観
的調査（教材の難易度，教材の量，視覚性，操作性，有効性）と，客観的調査（e ラーニング
経験の有無，LMS のログ上の e ラーニング内のテストの正解率，学習終了までの経過時間，複
数利用回数など）を調査した．その結果をもとに，教材を修正した． 
 
(5)修正版教材の評価(本調査) 
 修正した教材の評価を実施した．全国の医療機関にて勤務する看護職 109 名を対象に，主観
的調査と客観的調査にて学習効果を査定した． 
 
４．研究成果 
(1)教材の作成 
 予備調査の結果，ストーリーを用いたシミュレーション教材の提示だけでなく，その医療事
故の原因となったヒューマンエラーに関しても学習ができるコンテンツが必要であることが明
らかになった．そこで，シミュレーション教材 20 項目に加えて解説教材として 10 項目を作成
し LMS に導入した（表 1）．シミュレーション教材は，学習者の学習を促進するために 1．ホ
ットスポット問題，2．文章作成問題，3．選択問題，4．実際の事例提示，5．確認のためのホ
ットスポット問題の 5 段階で構成した．また，多様な学習者のレディネスに対応するために，
始めにプレテストを設定した（図 1～6）． 
 
表 1．教材一覧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1．教材の流れの説明 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2．プレテスト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3．ホットスポット問題 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4．文章作成問題 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5．選択問題 
 
 
 
 



Contents Median Comments
Number of questions(質問の数) 4

Time taken（所要時間） 3
Difficulty（難易度） 4

Readability（可視性） 3
Character size（文字のサイズ） 4

Screen design（画面のデザイン） 4
Operability（操作性） 4

"I slightly satisfied it."（概ね満足．）
"It's just good." （丁度良い．）

"It might be a little difficult." （少し難しいかもしれない．）etc.

"I extremely satisfied it."（とても満足した．）
"It's just perfect."  （とてもよかった．）etc.

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6．実際の事例の提示 
 
(2)教材の評価 
①主観的調査（教材の難易度，教材の量，視覚性，操作性，有効性） 
 主観的調査の結果を表 2 に示す．5 段階評価の結果，すべての項目で概ね平均以上の結果を
得ることができた． 
 
表 2．主観的調査の結果 

 
②客観的調査（e ラーニング経験の有無，LMS のログ上の e ラーニング内のテストの正解率，
学習終了までの経過時間，複数利用回数など） 

e ラーニング経験に関しては 67％が何らかの e ラーニングでの学習経験があった．初回で満
点に至ったのは 20 名（18.3％）だった．ホットスポット問題は，文章作成問題や穴埋め選択
問題と比較し正答率が低かった（17%，54%，54%）．実施時間は平均±SDで 10.7±4.5分であ
り，一般的に最適な e ラーニングの所要時間 10～15 分と比較しても妥当な時間であった．繰
り返し実施し全問正解に至ったのは 70 名（64．2％）で，3 回で全問正解となった 28 名で最
も多かった．正解するまで繰り返し学習する対象者が多く，教材の構成が繰り返し学習しやす
いものであったことが推察できた． 
本研究の結果を踏まえて今後の研究を実施するためには，単純な動画の閲覧だけでなく，ホ

ットスポット問題や文章作成問題のような学習者自身が思考する機会を設ける必要があり，こ
れにより学習者自身が正解するまで繰り返し学習するマスタリーラーニングに至ることが分か
った．また，10 分程度で学習が可能であることも繰り返し学習しやすい理由になることが示唆
された． 
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